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－マネジメントニュース－
ISO 26000
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1. ＣＳＲではナイ
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　ISO26000のタイトルはGuidance on social responsibility（社会的責任に関する手引）である。よく普及しているＣＳＲ（Corporate Social Responsibility:企業の社会的責任）を使わないで、ＳＲ（Social Responsibility）という用語が採用されたのは、企業だけでなく、あらゆる組織に適用される規格であるからである（2003年2月にISO/TMB/SAGで、規格名称をCSRからＳＲに変更）

2. 認証規格ではナイ
ISOマネジメントシステムになじんでいる方なら、規格のタイトルに、guidelinesとかguidanceとか付けば、「これは手引きであって、認証規格ではない」とすぐに分かる。1．適用範囲でも「この国際規格は、マネジメントシステム規格ではない。この国際規格は、認証目的、又は、規制若しくは契約のために使用することを意図したものではなく、それらに適切なものでもない」と念押ししている。
3. マネジメントシステム規格ではナイ
前述したように、規格の1．適用範囲で「マネジメントシステム規格ではない」と書かれている。では、マネジメントシステムとは何か？ISO9000では「方針及び目標を定め、その目標を達成するためのシステム」と定義している。確かにISO26000には方針のもとに計画を立て、実施し、点検して、見直すという一連の流れで規格全体が構成されているわけではない。なので、規格構造的にISO26000がマネジメントシステム規格であると言うには無理がある。
4. パフォーマンス改善が大事

ISO26000は、マネジメントシステム規格でなく、認証規格でない分、パフォーマンスについては明確に書いてある。ISO9001/14001には「パフォーマンス」と名の付く条項はないが、ISO26000には2個所あって、前出の「7.5.3」と「7.7.5パフォーマンス改善」とがある。ISO9001/14001の「改善」との違いは、ISO26000では、ここにさらにステークホルダーの見解が加わる点である。
5. イニシアチブとの対応表

ISO9001にはISO14001との比較対応表が、ISO14001にはISO9001との比較対応表がそれぞれの付属書に付いているように、ISO26000には、数多くの社会的責任に関連するプログラムや活動（イニシアチブ）との比較対応表が附属書に掲載されている。

6. 条項タイトル

１．適用範囲

2．用語及び定義

3．社会的責任の理解
4．社会的責任の原則
5．社会的責任の認識及びステークホルダーエンゲージメント
6．社会的責任の中核主題に関する手引
7．組織全体に社会的責任を統合するための手引
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＝セミナーは１日、2日間コースを選べます＝�
�
�
�
ISO9000s内部監査員養成セミナー�
�
�
�
日 時：�
２０１１年 １０月２０日（木）・２１日（金）�
�
�
�
場 所：�
株式会社ダイナテック  研修室�
�
�
�
定 員：�
３０名 ★定員になり次第締め切ります。�
�
�
�
ISO14000s内部監査員養成セミナー�
�
�
�
日 時：�
２０１１年 ８月２５日（木）・２６日（金）�
�
�
�
場 所：�
株式会社ダイナテック  研修室�
�
�
�
定 員：�
３０名 ★定員になり次第締め切ります。�
�
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